
安静時呼吸数のデータ精度について



安静時呼吸数についてはBland-Altman解析の結果、デバイスの測定値は目視評価と平均0.3回 /
分の誤差 (95%限界： -1 .5～+2.1回 /分 )であり、呼吸数の増減※による誤差の傾向は認められな
かった。本デバイスは安静時呼吸数の信頼性あるモニタリングに有用である可能性を示唆

※安静時呼吸数範囲8~38回に置いて

デバイスによる呼吸数の測定精度を評価
するため、胸郭運動を記録した動画を用
いた視診をゴールドスタンダードとし、
両者の測定値を比較した。 

各測定データにおいて、デバイスと視診
の差（絶対誤差および相対誤差）を算出
し、呼吸数を5回/分ごとのレンジに分類し
て誤差の平均値および標準偏差を求め
た。 

さらに、測定値の一致度を視覚的に評価
するため、Bland–Altman解析を実施し
た。測定値の平均に対する誤差（デバイ
ス値 − 視診値）をプロットし、平均誤差
（バイアス）と95%限界（平均±1.96標準
偏差）を算出した。
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